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概 要

本研究は，下水道の事業統合に伴う費用削減効果を測定した．1999
年から 2009 年までの下水道事業者データを用いて，まず資本を一定と
した短期費用関数を推定した．次に推定された短期費用関数から資本に
対する要素需要関数を求め，推定された短期費用関数に代入し長期費用
関数を得た．導出された長期費用関数から規模に関する収益性を計算し
てみたところ事業統合による費用削減効果は 5%弱となり，市町村合併
に伴う下水道事業統合では，下水道事業の効率化は限定的であったこと
が示された．
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